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に
来
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
嬉
し

い
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

最
近
の
で
き
ご
と
で
す
。
支
部

で
一
番
元
気
な
ご
年
配
の
方
で
、

運
営
委
員
の
Ａ
さ
ん
が
自
宅
の
お

風
呂
で
転
び
、
足
を
骨
折
し
て
入

院
さ
れ
ま
し
た
。
川
柳
を
た
し
な

み
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
出
か
け
た

り
、
編
み
物
、
健
康
ニ
ュ
ー
ス
も

た
く
さ
ん
配
る
な
ど
、
多
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
委
員

一
同
は
げ
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

見
舞
い
に
来
る
人
が
多
く
、
Ａ
さ

ん
の
交
友
の
広
さ
に
病
院
の
人
た

ち
が
び
っ
く
り
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
平
均
年
齢
の
高
い
支
部
で
す

が
、
今
年
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

食
事
会
と
カ
ラ
オ
ケ

葺
合
南
支
部　

南　

靖
子

　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
に
東
神

戸
診
療
所
４
Ｆ
で
ラ
ン
チ
と
カ
ラ

オ
ケ
を
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。
ベ
テ

ラ
ン
主
婦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た

ち
が
身
体
に
良
い
食
事
を
考
え
て

つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
よ
。
う
す
味

は
そ
の
た
め
。
文
句
は
言
わ
な
い

の
。
安
心
が
大
事
で
す
。
さ
て
そ

の
後
は
曲
が
そ
ろ
わ
な
い
カ
ラ
オ

地
域
に
根
ざ
し
た

青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク

御
影
支
部　

島
田
俊
子

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
「
御
影

ク
ラ
ッ
セ
前
広
場
」
で
、
寒
い
12

〜
２
月
と
暑
い
８
月
を
除
く
毎
月

第
３
木
曜
日
の
午
後
２
時
〜
４

時
、
病
院
か
ら
看
護
師
・
薬
局
か

ら
薬
剤
師
の
応
援
を
受
け
青
空
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。
薬

剤
師
さ
ん
の
測
定
結
果
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
人
気
が
あ
り
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
い
つ

も
列
が
で
き
ま
す
。
毎
月
楽
し
み

ケ
機
器
を
相
手
に
四
苦
八
苦
、
番

号
を
探
し
ま
す
。
最
初
は
Ｈ
さ
ん

の
「
男
の
涙
」
さ
あ
ど
う
ぞ
。
次

は
Ｋ
さ
ん
の
「
憂
気
世
酒
」、
ど

ん
ど
ん
い
き
ま
し
ょ
う
。
Ｈ
さ
ん

２
曲
目
「
だ
ん
な
様
」、
次
々
に

馴
染
み
の
曲
、
横
で
は
踊
り
の
得

意
な
Ｈ
さ
ん
が
身
振
り
手
振
り
で

加
わ
り
、
賑
わ
い
も
絶
好
調
。
曲

の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
が
耐
え
る
歌

詞
で
、
時
代
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

合
間
に
は
歌
顔
負
け
の
一
代
話
が

打
ち
明
け
ら
れ
、
共
鳴
す
る
声
が

多
く
、
満
足
感
に
包
ま
れ
ま
す

よ
。
い
よ
い
よ
ト
リ
で
す
。
Ｋ
さ

ん
の
「
お
吉
物
語
」、
せ
り
ふ
も

実
感
が
こ
も
り
、
こ
こ
で
の
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
は
不
動
で
す
。
み
な
さ

ん
、
い
つ
ま
で
も
人
生
を
全
う
し

た
い
で
す
よ
ね
。
未
熟
な
レ
ポ
ー

ト
で
す
が
、
少
し
は
雰
囲
気
、
伝

わ
り
ま
し
た
か
？

NPT再検討会議のひらかれる国連本部NPT再検討会議のひらかれる国連本部

2015年、NPT再検討会議にあわせてひらかれた集会のひとコマ2015年、NPT再検討会議にあわせてひらかれた集会のひとコマ

長浜　悠長浜　悠 中井啓太中井啓太 相野早紀相野早紀 大前雅裕大前雅裕山本将大山本将大

日本政府日本政府はは核兵器禁止条約核兵器禁止条約にに調印を!調印を!
原水爆禁止世界大会  in NYに参加します原水爆禁止世界大会  in NYに参加します

門脇敦子さ　
　ん

兵庫支部

　南京町の春節祭には大根餅が屋台に
並んでいます。わが家でもこの時期に食卓に登場します。

大根もち

【材料（４人分）】
・大根　約半分   400ｇ
◎上新粉   180ｇ
　ダイコン汁 　 100ml　砂糖小さじ 　 1/2
　ごま油 　 大さじ１　塩 　 少々
＊焼き豚   80ｇ　　あらみじん切り　
＊干しエビ   30ｇ　　　　　〃　　　　
＊椎茸   ２枚　　　　　〃　　　　
＊細ねぎ   ５本　　　　　〃　　　　
（具の調味料）
　塩 　 小さじ1/3・酒 　 小さじ２
　こしょう 　 少々

【作りかた】
① 大根はフードプロセッサーでみじん切りに
し、ザルにとり、汁は別にとっておく。

② ＊印の材料はフライパンにごま油大さじ１で
炒め、具の調味料を加える。

③◎印は合わせておく。
④ ③に①と②を合わせ、ラップを引いた型に２
㎝厚さに流して電子レンジで８分。

⑤ 完全に冷まして切り分け、ゴマ油を熱したフ
ライパンできつね色に焼き上げ、辛子しょう
ゆをつけていただく。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
広
島
・

長
崎
で
お
こ
な
わ
れ
た
原
水
禁

世
界
大
会
や
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
行
動
な
ど
、
平
和
活
動

に
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。
今

年
は
原
水
禁
世
界
大
会
が
初
め

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
る

と
い
う
こ
と
で
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
広
島
・
長
崎
の
被
爆

か
ら
75
年
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｔ
が

発
効
し
て
50
年
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
に
核
兵
器
禁
止
条

約
が
採
択
さ
れ
、
現
在
ま
で
に

調
印
国
80
カ
国
、
批
准
国
35
カ

国
と
、
条
約
の
発
効
ま
で
残
り

15
カ
国
と
な
り
、
い
よ
い
よ
発

効
が
時
間
の
問
題
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
他
方
で
、
常
任
理
事

国
（
米
国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
）
５
カ

国
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
イ
ス
ラ

エ
ル
、
カ
ナ
ダ
な
ど
は
、
こ
の

核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
の
姿

勢
を
見
せ
、
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
日
本
も
、
こ
の
禁

止
条
約
に
は
反
対
の
立
場
で

す
。

　

日
本
は
核
保
有
国
と
非
保
有

国
と
の
溝
が
深
ま
る
中
で
、
双

方
の
対
話
実
現
へ
の
「
橋
渡

し
」
の
役
割
を
担
お
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
実
際
は
、
米
国
の

「
核
抑
止
力
」（
核
の
傘
）
に

依
存
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
核
保
有
国
間
の
核
軍

拡
競
争
の
再
燃
、
そ
し
て
、
核

兵
器
使
用
の
危
険
が
高
ま
り
つ

　

４
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際
連
合
本
部
で
Ｎ

Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
in
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
、
核
兵
器

廃
絶
を
も
と
め
る
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
運
動
が
集
ま
り
、
と

り
く
み
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
神
戸
健
康
共
和
会
グ
ル
ー
プ

か
ら
５
人
を
派
遣
し
、
運
動
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

写
真
右
か
ら
順
に
、
大
前
雅
裕
（
団
長
／
医
局
事
務
）、
山
本
将
大

（
医
師
）、
相
野
早
紀
（
医
療
事
務
）、
中
井
啓
太
（
放
射
線
技
師
）、

長
浜
悠
（
薬
剤
師
）、
以
上
の
５
人
で
す
。
大
前
雅
裕
団
長
に
決
意

を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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最
近
の
日
本
の
気
候
変
動
を
考

え
て
み
る
と
温
暖
化
？
に
よ
る
集

中
豪
雨
、
巨
大
台
風
、
気
温
が
40

℃
を
超
え
、
冬
に
雪
が
積
も
ら
な

い
等
々
、
異
常
気
象
で
す
よ
ネ
。

い
ま
地
球
に
異
変
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
…
。
一
番
心
配
な
の
が
地

球
温
暖
化
で
す
。
二
酸
化
炭
素
の

排
出
が
大
き
な
要
因
の
よ
う
で
す

▼
と
こ
ろ
が
世
界
の
動
き
に
逆
ら

い
、
日
本
政
府
は
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
に
も
石
炭
火
力
発
電
所
の

輸
出
を
進
め
て
お
り
、
２
回
も

「
化
石
賞
」
を
も
ら
う
ほ
ど
。
そ

の
消
極
性
に
は
怒
り
を
感
じ
ま
す

▼
一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境

活
動
家
グ
レ
タ
ー
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ

さ
ん
（
16
歳
）
を
は
じ
め
世
界
の

若
者
が
将
来
の
温
暖
化
に
痛
切
な

声
を
上
げ
「
最
大
の
脅
威
は
政
治

家
や
企
業
の
最
高
経
営
責
任
者
が

動
か
な
い
こ
と
で
す
」
と
批
判
し

て
い
ま
す
▼
い
ま
灘
区
に
あ
る
神

戸
製
鋼
石
炭
火
力
発
電
所
新
設
問

題
で
裁
判
闘
争
を
た
た
か
っ
て
い

ま
す
。
神
戸
製
鋼
・
関
電
と
、
建

設
を
認
め
た
国
に
対
し
て
地
球
環

境
を
守
る
た
め
に
、
怒
り
を
も
っ

て
反
対
の
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

 

（
Ｗ
・
Ｍ
）

神
戸
健
康
共
和
会
理
事
長　

藤
末　

衛

公
立
・
公
的
病
院
の
統
合
・
再
編
と

地
域
医
療
の
将
来

　

昨
年
９
月
26
日
、
厚
生
労
働
省

は
、
自
治
体
が
運
営
す
る
公
立
病

院
と
日
本
赤
十
字
社
や
済
生
会
、

厚
生
連
な
ど
が
運
営
す
る
公
的
病

院
の
25
％
に
当
た
る
４
２
４
病
院

に
つ
い
て
、「
再
編
統
合
に
つ
い

て
、
特
に
議
論
が
必
要
」
と
す
る

分
析
を
ま
と
め
、
病
院
名
を
公
表

し
ま
し
た
（
兵
庫
県
は
15
病
院
、

近
く
で
は
灘
区
の
六
甲
病
院
が
リ

ス
ト
に
）。
公
表
さ
れ
た
病
院
や

当
該
の
自
治
体
首
長
な
ど
か
ら
、

「
乱
暴
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
を

無
視
し
た
も
の
」
と
言
っ
た
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
突
然
の
公
表
と
い
う
や
り
方

は
反
省
し
て
い
る
、
統
合
は
強
制

で
は
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
期
限

を
切
っ
て
検
討
を
促
し
て
い
ま

す
。
政
府
の
狙
い
と
公
表
に
至
る

経
過
、
住
民
と
医
療
関
係
者
は
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
た
い
と
思
い

　

必
要
な
病
床
数
は
、
地
域
ご
と

に
事
情
も
違
う
こ
と
か
ら
実
質
２

次
医
療
圏
（
神
戸
は
市
全
体
）
ご

と
に
地
域
医
療
構
想
と
し
て
判
断

を
す
れ
ば
い
い
と
言
い
な
が
ら
、

今
回
の
よ
う
な
全
国
一
律
の
条
件

（
癌
の
手
術
や
救
急
医
療
な
ど
い

く
つ
か
の
指
標
に
お
け
る
診
療
実

績
が
少
な
い
、
あ
る
い
は
車
で
20

分
以
内
の
距
離
に
同
じ
よ
う
な
機

能
の
公
的
病
院
が
存
在
す
る
）

で
、
バ
ッ
サ
リ
と
事
実
上
の
「
リ

ス
ト
ラ
対
象
病
院
」
を
指
名
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。「
急
病
や
手
術

に
必
要
な
急
性
期
病
床
を
減
ら
し

て
効
率
よ
く
す
れ
ば
、
医
療
費
が

節
約
で
き
る
」
と
言
う
「
神
話
」

を
信
じ
て
い
る
政
府
の
焦
り
、
勇

み
足
で
す
。

　

軍
事
費
や
米
軍
の
思
い
や
り
予

算
は
増
や
し
て
も
、
社
会
保
障
は

全
世
代
で
節
約
を
と
い
う
考
え
の

安
倍
内
閣
は
、「
骨
太
の
方
針
２

０
１
９
」
に
お
い
て
、
地
域
医
療

構
想
に
よ
る
病
床
削
減
と
医
療
従

事
者
の
働
き
方
改
革
、
数
を
増
や

さ
ず
の
医
師
偏
在
対
策
を
「
三
位

一
体
」、
セ
ッ
ト
で
す
す
め
る
と

し
て
い
ま
す
。
過
労
死
レ
ベ
ル
ま

で
に
な
っ
て
い
る
医
師
の
残
業
を

制
限
す
る
と
い
う
「
働
き
方
改

革
」
は
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
医

師
の
養
成
数
を
抑
制
し
な
が
ら
す

す
め
れ
ば
、
医
師
確
保
が
で
き
な

い
た
め
の
公
的
病
院
の
ベ
ッ
ド
削

減
や
民
間
病
院
の
廃
業
に
も
つ
な

が
る
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
ま
す
。
本

来
は
、
医
師
数
を
増
や
し
な
が

ら
、
医
師
の
健
康
を
守
り
、
診
療

の
質
を
上
げ
る
た
め
に
も
医
師
労

働
の
軽
減
を
図
る
べ
き
な
の
で

す
。

　

高
齢
に
な
れ
ば
病
気
も
増
え
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
も
現
在
は

若
い
人
に
比
べ
れ
ば
数
倍
か
か
っ

て
い
ま
す
。
身
動
き
が
困
難
に
な

る
中
で
、
通
院
に
も
苦
労
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
に
医
療
機
関
や
介
護
施
設
が

あ
り
、
手
術
な
ど
の
技
術
的
に
高

度
な
医
療
に
つ
い
て
は
安
全
か
つ

質
も
高
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
力
量
を
持
っ
た
医
師
や
ス

タ
ッ
フ
、
病
院
、
施
設
が
過
不
足

な
く
地
域
に
配
置
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
か
、
住
民
、
医
療
介
護
施
設

の
代
表
者
、
行
政
が
民
主
的
に
協

議
し
、
一
定
の
方
向
性
を
提
案
し

て
ゆ
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ

り
、
大
い
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
10
年
以
上

前
の
こ
と
で
す
が
、
医
師
不
足
の

た
め
に
但
馬
地
域
の
中
小
規
模
の

公
立
病
院
の
ベ
ッ
ド
を
廃
止
す
る

案
を
兵
庫
県
が
推
進
し
よ
う
と
し

た
際
に
、
但
馬
医
療
生
協
な
ど
が

中
心
に
な
っ
て
地
域
の
入
院
ベ
ッ

ド
を
守
る
住
民
運
動
を
起
こ
し
ま

し
た
。
医
師
不
足
の
現
状
や
各
病

院
の
役
割
も
学
び
な
が
ら
、
病
院

代
表
者
を
交
え
た
学
習
集
会
を
成

功
さ
せ
、
縮
小
は
あ
っ
た
も
の
の

身
近
な
入
院
機
能
を
守
り
ま
し

た
。

　

公
立
病
院
、
公
的
病
院
で
働
く

医
師
、
ス
タ
ッ
フ
と
施
設
は
、
地

域
・
住
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し

の
た
め
の
大
切
な
財
産
で
す
。
住

民
、
関
係
者
の
納
得
の
い
く
改
革

は
必
要
と
い
う
姿
勢
で
議
論
に
参

加
し
、
地
域
医
療
を
守
り
、
発
展

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。

　

政
府
の
狙
い
は
何
か
、
こ
れ
は

超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
を

意
識
し
て
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
頃
を
目

標
に
医
療
の
提
供
体
制
を
縮
小
し

て
財
政
支
出
を
押
さ
え
込
み
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

　

政
府
は
、
２
０
１
４
年
の
医
療

介
護
総
合
確
保
法
を
根
拠
に
、
２

０
２
５
年
頃
に
必
要
な
類
型
種
別

（
高
度
急
性
、
急
性
、
回
復
、
慢

性
期
）
の
ベ
ッ
ド
数
を
計
算
上
で

定
め
、
急
な
病
気
や
手
術
に
必
要

な
急
性
期
ベ
ッ
ド
数
が
多
す
ぎ
る

と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全

国
を
政
府
の
決
め
た
ベ
ッ
ド
数
目

標
を
各
県
に
責
任
を
も
た
せ
て
達

成
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
し

た
が
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
た

め
、
今
回
の
公
表
を
推
進
の
起
爆

剤
と
し
た
か
っ
た
わ
け
で
す
。

（
１
面
か
ら
つ
づ
く
）

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
最
初
の
き
っ

か
け
は
、米
国
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ（
中
距
離

核
戦
力
）全
廃
条
約
か
ら
の
離
脱
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
米
国
と
ロ
シ
ア

の
対
立
が
激
化
。
米
国
が
離
脱
に

至
っ
た
の
は
ロ
シ
ア
の
ミ
サ
イ
ル

開
発
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
核
兵
器
の
総
数
は
、
約

１
万
４
０
０
０
発
に
及
び
ま
す
。

そ
の
９
割
以
上
を
米
国
と
ロ
シ
ア

が
所
持
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
１

年
に
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（
新
戦
略
兵

器
削
減
条
約
）
が
発
効
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
米
ロ
両
国
の
、
戦
略

核
兵
器
の
削
減
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
米
国
は
「
核

態
勢
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）」
を
２

０
１
８
年
に
発
表
し
ま
し
た
。
安

全
保
障
戦
略
に
お
け
る
核
兵
器
の

役
割
を
強
化
し
、
軍
事
力
を
増
強

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
核
弾
頭
ミ

サ
イ
ル
、
航
空
運
搬
シ
ス
テ
ム
、

核
兵
器
製
造
施
設
の
更
新
と
近
代

化
を
図
る
政
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
米
国
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
、

中
国
は
保
有
兵
器
に
新
型
の
核
能

力
を
追
加
し
、
極
超
音
速
（
ハ
イ

パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
）
兵
器
、
宇
宙
や

サ
イ
バ
ー
空
間
を
含
め
、
い
っ
そ

う
攻
撃
的
な
行
動
を
と
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
、
オ
バ
マ
政
権
の

時
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
の
大
幅
削

減
の
代
わ
り
に
、
イ
ラ
ン
へ
の
経

済
的
制
裁
を
解
除
す
る
イ
ラ
ン
核

合
意
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ト

ラ
ン
プ
政
権
に
な
り
、
米
国
は
イ

ラ
ン
核
合
意
か
ら
の
離
脱
を
発

表
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、「
合

意
に
は
根
本
的
な
欠
陥
が
あ
る
」

と
し
て
、
再
び
イ
ラ
ン
へ
の
経
済

的
制
裁
を
始
め
ま
し
た
。
中
東
地

域
の
軍
事
的
な
緊
張
が
高
ま
る
中

で
、
イ
ラ
ン
の
ロ
ウ
ハ
二
大
統
領

は
、
当
面
、
核
合
意
に
と
ど
ま
る

方
針
を
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
今

年
の
１
月
３
日
、
イ
ラ
ン
革
命
部

隊
の
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
が
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
指
令
に
よ
っ

て
、
米
軍
に
殺
害
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、

イ
ラ
ン
政
府
は
、
核
合
意
の

ウ
ラ
ン
濃
縮
な
ど
の
制
限
を

全
て
破
棄
し
、
事
実
上
、
核

合
意
か
ら
離
脱
し
ま
し
た
。

米
国
の
ソ
レ
イ
マ
ニ
殺
害
に

対
し
て
、
イ
ラ
ン
政
府
は
、

米
国
に
対
す
る
軍
事
的
報
復

を
警
告
。
一
方
で
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
、「
戦
争
を
防
ぐ

為
の
自
衛
措
置
」
で
あ
る

と
、
正
当
性
を
主
張
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
事
件
で
、
両
国
の
関
係

は
劇
的
に
悪
化
。
現
在
も
な
お
、

い
つ
第
三
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
緊
張

状
態
の
な
か
に
、
中
東
地
域
、
そ

し
て
、
米
国
と
イ
ラ
ン
の
関
係
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
世
界
の
動
き
の
な
か

で
４
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
と
原
水
禁
世
界
大

会
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ー
マ
教
皇

は
11
月
に
広
島
・
長
崎
を
訪
問
し

「
原
子
力
の
戦
争
目
的
の
使
用
は

倫
理
に
反
す
る
。
核
兵
器
の
保
有

は
、そ
れ
自
体
が
倫
理
に
反
す
る
」

と
述
べ
、
12
月
に
は
国
連
の
グ
テ

レ
ス
事
務
総
長
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
の
な
か
で
「
核
兵
器
は
使
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
保
有
数
す
る

こ
と
も
倫
理
に
反
す
る
」
と
述
べ

核
軍
縮
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
行
動
を
大

き
く
成
功
さ
せ
れ
ば
核
兵
器
廃
絶

に
近
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

回
参
加
す
る
５
人
で
み
な
さ
ん
の

声
、
被
爆
者
の
思
い
、
そ
し
て
核

兵
器
廃
絶
を
願
う
み
な
さ
ん
の
声

を
世
界
に
届
け
て
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
私
た
ち
５
人
を
送
り
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
帰
っ
て
き
て

か
ら
は
現
地
が
ど
う
だ
っ
た
か
み

な
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
神
戸
健
康

共
和
会
グ
ル
ー
プ
か
ら
さ
ら
に
大

き
く
運
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　NPT再検討会議にあわせたニュー

ヨーク行動と原水爆禁止世界大会in 
NYに５人を派遣するための募金と物
品販売をおこなっています。東神戸病
院や各事業所でとりくんでいますの
で、ぜひ、みなさんご協力ください。

ご協力ください
ニューヨークへの
派遣財政

（「
薬
局
で
す
」
の
コ
ー
ナ
ー

は
お
休
み
し
ま
し
た
）
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たからもの
芦屋支部　久郷田喜代子さん
　私の４人の子どもの末っ子
（後ろに足だけ写ってる）の、
やはり４人の子どもたち。つま

り私の孫。この子たちがいつまでも笑顔で暮らせ
る世の中になりますように。

無
保
険
の
子
ど
も

　
　

解
消
の
運
動
を

入
居
者
募
集
中
！

 

北
神
支
部　

眞
鍋
靖
子

第32回
ことしも熱戦

地道に元気に69行動

健康フラダンス部員募集中部員募集中

　２月24日（月・振休）10時～16時、新型コロナウイルスに警戒しなが
らも神戸市勤労会館（三宮）に選手48人を含む60人が集い、腕を競いま
した（囲碁：35人・将棋13人）。
　漁島理事長の挨拶の後、大会はスタート。一日を通して、囲碁、将棋
どのクラスでも火花散る熱戦が繰り広げられました。今年度も囲碁では

　

１
月
11
日
、
恒
例
の
新
春
の
つ

ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の

記
念
講
演
は
、
１
９
９
１
年
か
ら

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
事

務
局
長
で
あ
り
、
一
般
財
団
法
人

の
シ
ン
マ
マ
応
援
団
代
表
理
事

（
シ
ン
マ
マ
と
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
の
こ
と
）
で
も
あ
る
寺
内
順
子

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
１
年
か
ら
大
阪
で
は
、

毎
年
、
府
下
の
自
治
体
へ
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
行
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
（
こ
の
行
動
が
広
が
り
各
地
の

社
保
協
で
と
り
く
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
）。
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
と
は
国
民
健
康
保
険
、
健
診
、

介
護
保
険
、
障
害
者
、
生
活
保

護
、
児
童
福
祉
等
々
に
つ
い
て
、

実
態
を
聞
き
、
懇
談
す
る
活
動

で
、
毎
年
１
５
０
０
人
か
ら
２
０

０
０
人
が
参
加
さ
れ
て
い
る
よ
う

ず
国
の
制
度
を
よ
く
す
る
こ
と
、

そ
の
上
に
自
治
体
に
よ
る
重
層
的

な
サ
ー
ビ
ス
と
民
間
に
よ
る
細
や

か
で
多
彩
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
毎
月
末

の
発
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
物
資
提

供
・
カ
ン
パ
協
力
な
ど
サ
ポ
ー
タ

ー
依
頼
の
訴
え
も
あ
り
ま
し
た
。

　

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
こ
と
が
私
た
ち
の
一

番
の
願
い
で
す
。
そ
の
思
い
に
少

し
で
も
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

と
、「
ふ
き
あ
い
の
郷
」
の
３

階
、
４
階
に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
住
宅
「
ケ
ア
ホ
ー
ム
布
引
」

が
23
部
屋
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
職
員
が
24
時
間
常
駐

し
、
緊
急
対
応
、
食
事
の
提
供
、

生
活
相
談
を
通
し
て
入
居
者
の
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。
２
階
の
柳

筋
診
療
所
で
は
、
藤
末
先
生
を
は

じ
め
神
戸
健
康
共
和
会
の
先
生
が

診
察
に
あ
た
り
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
こ
す
も
す
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
な
し
ん
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ

ン
タ
ー
わ
か
ば
が
併
設
さ
れ
、

「
医
療
と
介
護
」
の
連
携
が
図
ら

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
互
助
組
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
カ
フ
ェ
、
食

　

地
道
な
調
査
か
ら
実
態
を
知
ら

せ
、
大
き
な
運
動
に
広
げ
、
さ
ら

に
国
を
動
か
す
活
動
の
貴
重
な
お

話
で
し
た
。
今
年
は
医
療
、
福

祉
、
介
護
な
ど
の
改
悪
が
進
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
力
を
合
わ

せ
政
治
を
変
え
る
年
に
し
た
い
も

の
で
す
。

事
会
な
ど
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
も

大
き
な
魅
力
で
す
。

　

60
歳
以
上
の
方
な
ら
入
居
可

能
。
最
近
ひ
と
り
暮
ら
し
が
不
安

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
方
は
ぜ

ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
見
学

は
日
・
祝
を
除
き
い
つ
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は

　

☎
０
７
８
・
８
６
２
・
１
８
２
８

　

ケ
ア
ホ
ー
ム
布
引
（
山
本
・
松

浦
）
ま
で

ど
も
た
ち
が
、
２
０
０
０
人
も
病

院
へ
行
け
て
な
い
実
態
が
明
ら
か

に
な
り
、
大
阪
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス

で
発
信
。
毎
日
新
聞
と
朝
日
新
聞

が
取
材
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
報

道
し
、「
無
保
険
の
子
ど
も
解

消
」
の
大
運
動
の
発
端
を
つ
く
り

ま
し
た
。
子
ど
も
を
守
れ
の
大
運

動
が
全
国
へ
広
が
り
、
遂
に
国
を

動
か
し
08
年
12
月
、
国
民
健
康
保

険
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
改
正
で
、
親
が
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
て
も
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

に
は
、
必
ず
保
険
証
が
出
せ
る
よ

う
に
な
り
、
大
阪
で
は
必
ず
滞
納

世
帯
を
訪
問
し
て
、
手
渡
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
は
、
親
の
貧
困

で
あ
り
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
世
帯

の
貧
困
は
、
労
働
者
の
貧
困
、
女

性
の
貧
困
、
社
会
保
障
制
度
の
不

備
に
よ
る
貧
困
と
、
集
中
的
に
出

て
い
る
複
合
的
な
貧
困
で
す
。
こ

の
解
決
と
い
う
視
点
で
15
年
５

月
、
シ
ン
マ
マ
さ
ん
へ
の
支
援
サ

イ
ト
を
大
阪
社
保
協
が
立
ち
上
げ

て
い
ま
す
。

　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
た

ち
の
、
自
立
し
た
生
活
と
心
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
制
度
改
善
と
直
接
支
援

の
両
面
で
活
動
が
す
す
め
ら
れ
、

18
年
３
月
、
一
般
社
団
法
人
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
の
安
定
の
た
め
に
は
、
先

で
す
。

　

実
施
に
当
た
っ

て
は
、
事
前
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
各
自

治
体
へ
送
り
、
返

っ
て
き
た
ア
ン
ケ

ー
ト
を
集
約
し
て

デ
ー
タ
化
し
、
自

治
体
の
担
当
者
へ

送
付
。
こ
の
資
料

に
基
づ
い
て
懇
談

を
お
こ
な
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
活
動

の
な
か
で
２
０
０

８
年
、
健
康
保
険

の
な
い
世
帯
の
子

敗者復活戦をおこない参加された方が数多く対局できるようにしました。また、時間が長引いた対局に対局時計を使い、ス
ムーズに対局できました。
　各ブロック１～４位入賞の方は次の通りです。
【囲碁Ａ】①河本弘 ②沖恵太 ③春林博之 ④西川恭次 【囲碁Ｂ】①中村由己 ②中村煕 ③長谷川泰男 ④林茂雄 
【囲碁Ｃ】①西山清 ②松井康守 ③竹中恭三 ④田村芳春 【将棋Ａ】①天野幸一 ②高尾秀男 ③豊田進康 ④福滝秀世
【将棋Ｂ】①久家勢智夫 ②沼田光司 ③板野通男 ④森英次郎

　今年４月、核不拡散条約（NPT）再検討会議
が開催されるニューヨークで、初めて原水爆禁止
世界大会が開催されるまでに国際的な世論が高ま
りました。
　原爆投下から75年、「ヒバクシャ国際署名」の
草の根運動が世界的に広がり、国連で「核兵器禁
止条約」が2017年７月に採択されました。現在の
批准国が35カ国。日本政府は一貫して「条約」に
反対しています。
　「69行動」といって、毎月６日と９日に核兵器
廃絶を求める署名行動が全国でとりくまれていま
す。東灘でも東灘原水協の事務局・東神戸医療互
助組合をはじめ加盟各団体が集まり、寒い日も猛
暑のなかでもたゆまず継続しています。
　核兵器廃絶を実現するためにも、日本政府の姿
勢を変え、日本でも「核兵器禁止条約」を調印・
批准させましょう。
 （東灘原水協会長　北山　稔）

ゆったり体を動かしながら
心身リフレッシュしませんか

日程　毎月第４土曜日
時間　11時00分～12時30分
場所　野の花サロン
会費　６カ月分前納3000円
申込　東神戸医療互助組合（三木美恵子まで） ケ

ア
ホ
ー
ム
布
引

ケ
ア
ホ
ー
ム
布
引
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ま
ち
が
い
さ
が
し
に
挑
戦
し
て

い
る
時
が
、
唯
一
、
家
族
が
団
結

す
る
時
で
す
。
ふ
だ
ん
は
コ
ー
ド

レ
ス
一
家
で
す
（
笑
）。

 

五
郡
文
治
（
東
灘
区
）

　

新
年
、
１
年
に
１
度
し
か
会
わ

な
い
人
も
含
め
家
族
姉
妹
一
同
他

28
人
が
集
ま
り
、
お
し
ゃ
べ
り
に

花
を
咲
か
せ
、
ゲ
ー
ム
も
し
ま
し

た
。
班
会
で
や
っ
た
吹
き
矢
！
と

っ
て
も
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も
た

ち
は
何
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
い
１
年
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
、
今
年
も
元
気
に
過

ご
せ
そ
う
で
す
。

 

増
谷
典
子
（
東
灘
区
）

　

初
詣
に
て
一
句
。「
保
久
良
詣

　

崩
落
工
事　

痛
々
し
」　

 

深
田
陽
子
（
東
灘
区
）

　

震
災
か
ら
25
年
、
あ
の
こ
ろ
は

30
代
で
乗
り
切
れ
ま
し
た
が
、
今

後
、
災
害
に
あ
う
と
ど
う
な
る
か

不
安
で
す
。

 

植
木
孝
子
（
東
灘
区
）

　

健
康
ま
つ
り
の
写
真
に
千
古
先

生
が
若
々
し
く
写
っ
て
い
て
、
診

察
時
の
先
生
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
し
ま
っ
た
。
先
生
の
笑
顔
と
診

察
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

中
嶋
啓
恚
（
須
磨
区
）

　

首
里
城
の
早
期
復
元
を
望
む
者

と
し
て
、
カ
ン
パ
も
必
要
と
思

い
、
予
定
し
て
い
ま
す
。

 
鳴
海
義
之
（
東
灘
区
）

　

い
ま
95
歳
、
健
康
ニ
ュ
ー
ス
を

配
っ
て
い
た
70
〜
87
歳
の
頃
が
一

番
健
康
で
し
た
。
手
配
り
協
力
者

募
集
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
が
、
定
年
を
過
ぎ
た
方
は
自

分
の
健
康
の
た
め
に
も
応
募
を
薦

め
ま
す
。
公
園
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
も
健
康
に
良
い
で
す
よ
。

 

原
口　

廣
（
東
灘
区
）

　

お
た
よ
り
ポ
ス
ト
に
載
る
の
も

う
れ
し
い
が
、
図
書
カ
ー
ド
の
ほ

う
が
、
も
っ
と
！

 

葭
岡
和
子
（
西
区
）

　

１
月
17
日
、
05
時
46
分
、
三
宮

東
遊
園
地
の
震
災
25
年
目
の
集
い

2020年２月１日の　
東神戸医療互助組合

●組合員数（転居先不明を除く）
19,745世帯

●出資金
1,260,967,677円

● 各支部の連絡先一覧
芦屋支部 TEL（0797）31-7454
　　　　　（芦屋民商内）
ほくら支部　うはら支部
住吉北支部　住吉南支部
六甲アイランド支部　御影支部
灘東支部 灘西支部
 TEL（078）851-9381
葺合北支部 TEL（078）231-2335
　　　　　（柳筋診療所内）

葺合南支部 TEL（078）231-9031
　　　　　（東神戸診療所内）
生田支部 TEL（078）351-0251
　　　　　（生田診療所内）
兵庫支部 TEL（078）371-1841
　　　　　（事務局長個人宅）
北支部 TEL（078）594-7611
　　　　　（訪看 なでしこ内）
北神支部 TEL（078）202-2820
　　　　　（支部長個人宅）

●出資金はこちらへ
　郵便振替
 口座番号：01180-7-29220
　銀行振込
 みなと銀行住吉支店  　
 口座番号：普通213870
★いずれも名義は
　「東神戸医療互助組合」

配達地域
唐櫃台

配達地域
船寺通

門　
　

真
郎
さ　

　

ん

三
浦
美
沙
子
さ　

　

ん

北
神
支
部

灘
西
支
部

　『健康ニュース』
は多くの組合員のボ
ランティアによっ
て、みなさんのお手
元に届けられていま
す。現在、配達協力
者は325人。お世話
になります。

い
つ
も
ご
苦
労
様
で
す

健
康
ニ
ュ
ー
ス　
　

配
達
協
力
者
ご
紹
介

転居の際はご連絡ください
　毎号、かなりの数が「宛先不
明」となっています。転居され
る際は互助組合事務局（☎078-
851-9381）にご連絡ください。
とくに、以前の住所から転送さ
れる郵便でニュースを受け取っ
ていらっしゃる方は、至急、ご
一報ください。ご協力よろしく
お願いいたします。

クイ
ズ

　２つの絵に７か所ちがうところがあります。ど
こでしょうか？（印刷のよごれやかすれを除く）
　絵に７か所の○印を入れ、ハガキに貼ってご応
募ください。住所・氏名を忘れずに。

■宛先　〒658-0051
　神戸市東灘区住吉本町２－19－３
　東神戸医療互助組合事務局 宛
■しめきり
　４月10日到着分まで
※ 正解者の中から抽選で10人の方に500円の図書
カードを進呈（５月下旬発送予定）。
★ 385号では173通の応募があり、171通の正解で
した。
★ 385号の答え──①左の男性のジャケット　②
鏡餅　③炬燵の布団　④炬燵の上の餅　⑤おば
あさんが持っている器　⑥手前の男の子の帽子
　⑦猫の手
■当選者（385号）
　吉岡高志さん（中央区） 上山悦子さん（兵庫区）
　松元ともえさん（中央区） 中元美保さん（東灘区）
　村田千鶴子さん（東灘区） 佐々木和代さん（東灘区）
　新庄節子さん（北　区） 原田順子さん（東灘区）
　井垣紀利さん（東灘区） 木下直子さん（須磨区）
　森本隆一さん（中央区） 平林育子さん（東灘区）
　大道昭子さん（中央区） 木村悦子さん（中央区）
　南端仁子さん（東灘区） 福富香りさん（東灘区）
　庄島道子さん（西　区） 笠森幸恵さん（東灘区）
　山崎悠哩さん（垂水区） 坂本鈴子さん（東灘区）

『ひなまつり』
に
参
加
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

人
で
し
た
。
何
気
な
い
毎
日
と
仕

事
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

 

藤
井　

恵
（
長
田
区
）

　

釣
り
が
大
好
き
で
、
よ
く
行
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
行
け
る

か
、
風
邪
に
注
意
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
。

 
根
津
富
太
郎
（
須
磨
区
）

　

今
回
は
あ
っ
と
い
う
間
に
簡
単

に
答
え
が
わ
か
り
、
い
い
流
れ
で

ハ
ガ
キ
を
書
き
ま
し
た
。
幸
せ
そ

う
な
猫
ま
で
家
族
の
一
員
に
加
わ

る
絵
、
猫
好
き
の
私
に
は
た
ま
り

ま
せ
ん
。

 

山
田
紀
久
枝
（
東
灘
区
）

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
れ
が
便

潜
血
反
応
検
査
２
回
法
で
す
。
と

て
も
簡
単
。
所
定
の
容
器
に
２
日

間
の
便
を
採
取
し
て
封
筒
で
互
助

組
合
に
郵
送
す
る
だ
け
。
費
用
は

５
０
０
円
で
す
。（
70
歳
以
上
の

方
と
市
民
税
非
課
税
の
方
は
神
戸

市
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
無
料
で

す
。
大
い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
）。

互
助
組
合
ら
し
い

大
切
な

保
健
予
防
活
動

　

北
支
部
で
は
、
大
腸
が
ん
チ
ェ

ッ
ク
を
最
も
医
療
互
助
組
合
ら
し

い
、
組
合
員
と
家
族
の
命
を
守
り

保
健
予
防
の
手
助
け
を
で
き
る
や

り
が
い
の
あ
る
活
動
だ
と
考
え
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
１
月

の
運
営
委
員
会
で
、
支
部
の
取
扱

数
を
確
認
し
て
運
営
委
員
全
員
で

自
分
の
地
域
の
扱
い
数
を
持
ち
帰

っ
て
普
及
し
ま
す
。「
年
に
１
回

　

年
初
か
ら
始
ま
っ
た
恒
例
の
医

療
互
助
組
合
「
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ

ク
受
診
月
間
」
も
最
後
の
３
月
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
う
お
済

ま
し
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ
の
方
は

ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。
北
支
部
の

と
り
く
み
を
報
告
し
ま
す
。

最
新
統
計
で
、

が
ん
死
亡
の
う
ち

大
腸
が
ん
は
女
性
１
位
、

男
性
３
位

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
最

新
が
ん
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
１

７
年
度
の
死
亡
数
が
多
い
部
位
は

大
腸
―
女
性
１
位
。
男
性
３
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
も
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
も
推
奨
の

便
潜
血
反
応
検
査
２
回
法

　

大
腸
が
ん
は
ご
く
簡
単
な
検
査

で
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
予
防
す

は
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
を
」
と
言

っ
て
普
及
し
ま
す
か
ら
、
前
年
に

受
け
ら
れ
た
方
は
翌
年
も
働
き
か

け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
が
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
い

て
、
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
普
及

し
、
新
し
い
人
た
ち
に
も
声
掛
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
の

組
合
員
さ
ん
に
は
漏
れ
な
く
声
掛

け
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

互
助
組
合
の
こ
れ
ま
で
の
検
査

で
、
多
く
の
組
合
員
さ
ん
が
出
血

反
応
（
陽
性
）
↓
内
視
鏡
検
査
↓

ポ
リ
ー
プ
状
態
の
が
ん
細
胞
切
除

で
大
事
に
至
る
前
に
予
防
で
き
た

ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

北
支
部
で
も
多
く
の
組
合
員
さ
ん

ご
家
族
か
ら
お
礼
を
言
わ
れ
、
命

と
健
康
を
守
る
互
助
組
合
の
活
動

の
大
切
な
活
動
を
自
覚
し
た
瞬
間

で
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
医
療
互
助
組
合
に
参

加
し
た
仲
間
た
ち
。
健
康
班
会
や

日
々
の
出
会
い
の
中
で
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
っ
て
健
康
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

  

北
支
部　

北
支
部　

松
浦　

勝

松
浦　

勝

の
ス
ス
メ

の
ス
ス
メ

１
月
〜
３
月
は
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
受
診
月
間

年
に
一
度
は
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
よ
う

大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク

大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク


